
仕様書 

１ 業務の名称 

福島県原子力災害対策センター避雷器設置委託業務 

 

２ 業務の概要及び目的 

福島県原子力災害対策センターの主要設備を誘導雷から保護するため、発注

者が指定する指定箇所に避雷器（ＬＡ及びＳＰＤ）を設置するもの。本仕様書

は、当業務を行うに当たって、福島県（以下「発注者」という。）が、受注者

の請け負う業務に必要な仕様について定めるものである。 

 

３ 業務の実施箇所 

（１）福島県南相馬原子力災害対策センター 

所在地：福島県南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５－１７８ 

（２）福島県楢葉原子力災害対策センター 

所在地：福島県双葉郡楢葉町大字山田岡字仲丸１－７７ 

 

４ 委託期間 

  契約締結日から令和８年３月３１日まで 

 

５ 業務内容 

（１）別紙図面に該当する箇所に避雷器を設置すること。 

（２）避雷器設置後は、電力供給に異常がないかを確認すること。 

（３）その他必要と認められる立会い、連絡調整に関すること。 

 

６ 業務詳細 

（１）受注者は、以下のいずれかの技術者を配置できなければならない。 

  ア 電気主任技術者 

  イ １級電気工事施工管理技士又は２級電気工事管理技士 

  ウ 第１種電気工事士 

（２）避雷器については、別紙図面のとおり各分電盤に設置、必要な配線等を

行うものとするが、高圧非常用自家発電機を保護するための避雷器につい

ては既設盤内に設置スペースがないため、新たに収納盤を設置すること。 

（３）本業務を行うに当たっては、必要に応じて発注者立会いの下で現場確認

や、事前の打ち合わせを行うこと。なお、別紙図面のほか、電気設備に関

する図面が必要な場合は、この打ち合わせにおいて適宜発注者から受注者

へ提供する。 



（４）受注者は、発注者が別途契約している自家用電気工作物保安管理業務受

諾者と必要に応じて連携を取ること。特に停電の必要がある場合には、発

注者及び当保安管理受諾者、本業務の受注者の三者で綿密に打ち合わせを

行いながら本業務実施日を調整すること。 

（５）本業務の実施に当たっては、本仕様書及び公共建築工事標準仕様書（電

気設備工事編）最新版によるほか、関係法令に適合するものとする。 

（６）業務の結果、異常を発見した場合は直ちに適切な処置を行い、障害発生

を未然に防止すること。なお、障害が発生した場合には適切な処置を行っ

た上で発注者にその結果を報告すること。 

（７）業務の実施に必要な水道、電力については、発注者が必要と認める範囲

内で使用を認めるものとする。 

   ただし、本業務に必要となる車両及びその他の機器等については、全て

受注者において準備しなければならない。 

 

７ 受注者の責務 

受注者は、本仕様書並びに発注者の指示及び指導に基づき本業務を忠実かつ

確実に履行すること。 

 

８ 疑義及び軽微な変更  

（１）本仕様書において疑義又は不明な点が生じた場合は、発注者と受注者と

が協議のうえ、解決するものとする。 

（２）この業務実施上必要となる軽微な変更は発注者と受注者とが協議のうえ、

発注者の指示に従うものとする。 

 

９ 費用負担 

本業務に必要な下記の事項に係る経費は、すべて受注者の負担とする。 

（１）本業務中における機器及び施設に及ぼした障害等の復旧に要する経費。 

（２） 本業務に必要な移動、配送に係る経費（事故時の措置費用、燃料代を含

む）及び旅費。 

（３）本業務において発生した部品等の廃棄物処理にかかる費用 

 

 

 

 

 

 



10 提出書類 

  受注者は、以下の書類等を発注者に提出すること。 

№ 品名 部数 提出時期 

１ 
業務実施報告書（任意様式） 

（写真、作業記録等） 
１部 業務完了届提出時 

２ 業務完了届（任意様式） １部 委託業務完了後 

３ その他、発注者が必要とするもの １部 必要の都度 

 

11 その他 

（１）本仕様書は、業務の主要な項目を示すものであり、明記していない事項

についても、業務を実施するうえで必要となる業務は一切含むものとする。 

（２） 受注者は、本業務において対象設備等に異常を認めた場合は、直ちに発

注者に報告する。 





避雷器取付
高圧発電装置保護

LA

SPD

低圧発電装置保護

接地間SPD取付
接地からの逆流防止および 
接地間の電位差解消

１Ｌ－１ 
無停電電源設備系統

・出入中央監視 
・監視カメラ

上記2点の保護のため 
SPDを取付といたします

※負荷名称 部は

名称先の盤内への取付とします

SPD取付 
負荷名称先保護

SPD取付
自火報、非常放送、機械設備保護

SPD設置済SPD取付 
給水ポンプ保護SPD設置済

SPD

受変電設備
制御電源保護

※負荷名称に記載のない系統(盤)

↓上記盤より供給の負荷

SPD追加取付 
エアコンSPD追加取付 

線量モニタ、報道機関設備

別紙　（楢葉原子力災害対策センター）



別紙

分電盤対象
（図面表記による）

負荷名称 避雷器設置台数

非常系高圧切替盤 ー 1台

母線連絡・発電機連絡盤 ー 1台

常用・非常系高圧饋電盤 ー 4台

１Ｌー１（高圧Ｇ） 1台 給湯室電気温水器、廊下・給湯室コンセント 等

１Ｌー３（高圧Ｇ） 1台 プレスルームコンセント、各報道機関ＴＶ盤 等

ー 1台

１Ｐー２（低圧Ｇ） 1台

ＲＰー１（低圧Ｇ） 1台 PAC（パッケージエアコン（業務用エアコン））

ＲＰー２（低圧Ｇ） 1台 PAC（パッケージエアコン（業務用エアコン））

ＲＰー３（低圧Ｇ） 1台 PAC（パッケージエアコン（業務用エアコン））

ＲＰー４（低圧Ｇ） 1台 PAC（パッケージエアコン（業務用エアコン））

消火栓ポンプ（低圧Ｇ） 1台

ＵＰＳ（低圧Ｇ） 1台

高圧Ｇ補機（低圧Ｇ） 1台

低圧Ｇ補機（低圧Ｇ） 1台

非常系低圧電灯盤 １Ｌー１（低圧Ｇ） 1台 自動火災報知設備、非常放送設備、機械設備

常用系低圧電灯盤

避雷器設置箇所補足（南相馬原子力災害対策センター）

保護対象

高圧非常用自家発電機

受変電設備制御電源

接地（ＥＡ、ＥＢ、ＥＤ、ＥＬＢ）

非常系低圧動力盤

低圧非常用自家発電機

加圧給水ポンプ、外気調和機 等

消火栓ポンプ

ＵＰＳ（無停電電源装置）

非常用発電機への切替スイッチ

非常用発電機への切替スイッチ



別紙

分電盤対象
（図面表記による）

負荷名称 避雷器設置台数

非常系高圧切替盤 ー 1台

常用系・非常系高圧饋電盤 ー 1台

常用系低圧動力盤 ー 4台

１Ｌー１（高圧Ｇ） 1台 給湯室電気温水器、廊下・給湯室コンセント 等

１Ｌー３（高圧Ｇ） 1台 プレスルームコンセント、各報道機関ＴＶ盤 等

ー 1台

１Ｐー２（低圧Ｇ） 1台

ＲＰー１（低圧Ｇ） 1台 PAC（パッケージエアコン（業務用エアコン））

ＲＰー２（低圧Ｇ） 1台 PAC（パッケージエアコン（業務用エアコン））

ＲＰー３（低圧Ｇ） 1台 PAC（パッケージエアコン（業務用エアコン））

ＲＰー４（低圧Ｇ） 1台 PAC（パッケージエアコン（業務用エアコン））

消火栓ポンプ（低圧Ｇ） 1台

ＵＰＳ（低圧Ｇ） 1台

高圧Ｇ補機（低圧Ｇ） 1台

低圧Ｇ補機（低圧Ｇ） 1台

非常系低圧電灯盤 １Ｌー１（低圧Ｇ） 1台 自動火災報知設備、非常放送設備、機械設備

ＵＰＳ（無停電電源装置）

非常用発電機への切替スイッチ

非常用発電機への切替スイッチ

避雷器設置箇所補足（楢葉原子力災害対策センター）

保護対象

常用系低圧電灯盤

高圧非常用自家発電機

受変電設備制御電源

接地（ＥＡ、ＥＢ、ＥＤ、ＥＬＣＢ）

低圧非常用自家発電機

加圧給水ポンプ、外気調和機 等

消火栓ポンプ

非常系低圧動力盤


